
社会インパクトとESGマテリアリティ

植物性油脂事業、業務⽤チョコレート事業、乳化・発酵素材事業、⼤⾖加⼯素材事業の4つの事業を展開し、パーム油・カカオ・⼤⾖といっ

た農作物を主原料に、チョコレート⽤油脂や業務⽤チョコレート、ホイップクリーム、マーガリンや⼤⾖たん⽩素材などのさまざまな⾷品素

材を開発・製造・販売しています。顧客は⾷品メーカーや外⾷店、コンビニエンスストアや⼩売店など、さまざまな業態にわたります。

不⼆製油グループは社会への価値創造に取り組み、⾃社の持続的な成⻑と持続可能な社会の発展を⽬指しています。さまざまな社会課題があ

る中、当社グループが優先して取り組む重要な課題を「ESGマテリアリティ」として定め、事業活動を通じて「ポジティブインパクトの創

出」あるいは「ネガティブインパクトの低減」に努めます。

2023年度のESGマテリアリティは以下のとおりです。各ESGマテリアリティに対する考え⽅や⽬標、取り組み状況などは関連ページをご参

照ください。

社会の中の不⼆製油

不⼆製油グループのバリューチェーン

ESGマテリアリティの特定

考え⽅

2023年度 ESGマテリアリティ

https://www.fujioilholdings.com/


ESGマテリアリティ

https://www.fujioilholdings.com/pdf/sustainability/materiality/materiality01.pdf


価値創造

サステナブルな⾷資源の創造

⼈⼝増加によるタンパク源の逼迫や環境負荷の増⼤、⾷の偏在が懸念されています。⾷糧増産による環境の悪化を抑制するため、環境負荷の

低い植物性タンパク質の開発に取り組みます。また、各国・地域における⾷の伝統や価値観、嗜好、アレルギーへの対応など、多様なニーズ

に対応することで⾷の選択肢を増やし、健康的な⾷⽣活に寄与します。

取り組みテーマ／管掌者／

特に貢献を⽬指すSDGs
⽬指す姿 2023年度⽬標 2022年度実績

植物性タンパク資源の創

造

CTO

植物性タンパクが広く浸透し、当たり前に

⼊⼿できる社会を実現することで、⾷の選

択肢を増やし、⾷糧問題をはじめとする社

会課題解決に貢献する

新たな価値を付与した次世代⼤⾖

ミート素材の開発

顧客や社会の課題解決に貢献する

Plant-Based加⼯⾷品の開発およ

び市場開発

⾵味および畜⾁様繊維感や⼝どけ

感にこだわった⼤⾖ミート素材2

製品を上市

植物性素材で畜⾁や乳、卵の代替

を可能とした加⼯⾷品（総菜、ラ

ーメンスープ、菓⼦等）10製品を

上市

多様な⾷の選択肢による豊かな⾷シーンの提供

持続的なタンパク源供給による⾷資源の偏在の解消と健康増進への寄与

植物性⾷品素材の消費拡⼤による環境負荷の低減（CO 排出量や⽔使⽤量の削減）

創出するポジティブインパクト

2

https://www.fujioilholdings.com/sustainability/food_resources/


健康と栄養

ライフステージの変化や⾷・⽣活習慣に起因する健康課題の増⼤が危惧されている中で、⼈々が⼼⾝の不⾃由なく⽣きがいを持って暮らせる

社会の構築が望まれています。⾼齢者の健康維持や増進に効果が期待される安定化DHA・EPAの効率的な摂取や、糖質やトランス脂肪酸とい

った⽣活習慣病リスクを⾼める⾷品素材の過剰摂取を緩和することにより、⼈々の⼼⾝の健康と⾷の喜びを両⽴し、健康寿命の延伸へ貢献し

ます。

取り組みテーマ／管掌者／

特に貢献を⽬指すSDGs
⽬指す姿 2023年度⽬標 2022年度実績

⾼齢者の⼼⾝の健康課題

の解消

CTO

超⾼齢化社会の先頭を⾛る⽇本において、

シニアが⽣きがいを持ってより良く⽣き続

けられる社会の構築。⾷素材開発や健康エ

コシステムの構築により「⾒える化」を進

めることで、シニアの健康課題を予防し、

ウェルビーイングの実現に貢献

摂取が簡便な形態であるソフトカ

プセルを⽤いて、プロレア

（Fresh DHA）と⼀般油

（general DHA）の⽐較検討を

社内PoCで実施

抗酸化処理有無で⽣体に与える影

響について、⼀つ以上の酸化物マ

ーカーを⾒出し、⾒える化を⽬指

す（差別化・優位性の確⽴）

島根⼤学協業でヒト試験実施。安

定化DHA・EPA摂取により、バ

イオマーカーに特徴的な変化を確

認

安定化DHA・EPAの単回摂取で

⾎中DHA濃度の有意な上昇を確

認

健康エコシステム構築に関して⾃

治体連携に向け、取り組み計画書

を作成。産官連携では公共性の担

保が課題となり実施に⾄らず

糖質低減

CTO ⾷品の糖質の⼀部を植物性タンパク素材で

代替し、⽣活習慣病の予防に資する栄養バ

ランスに優れた⾷品の提供

低糖質化／タンパク強化した⾷品の

市場拡⼤

⽶飯や麺の低糖質化／⾼タンパク

化を可能とする⼤⾖たん⽩素材を

開発し、健康志向の商品11件に

採⽤

おいしさや満⾜感をアップさせる

無糖飲料の処⽅を確⽴し、顧客に

提案

トランス脂肪酸含有量の

低減

CSO

WHO指針および各国での法規制に基づい

た、トランス脂肪酸摂取量が総エネルギー

摂取量の1%以上である地域における、製品

中のトランス脂肪酸含有量の低減

パルマジュ エディブル オイル（マ

レーシア）、フジオイル（シンガポ

ール）、不⼆製油（張家港）有限公

司（中国）：変更対象全製品のトラ

ンス脂肪酸の低減（2g-TFA/100g-

oil 以下）

海外の対象グループ会社14社のうち

11社で低トランス脂肪酸製品への

変更が完了（2023年3⽉時点）

⾼齢者のウェルビーイングの実現

⽣活習慣病の予防

おいしさと健康の両⽴

創出するポジティブインパクト

Ⓡ

https://www.fujioilholdings.com/sustainability/healthy_foods/
https://www.fujioilholdings.com/sustainability/carbohydrate/
https://www.fujioilholdings.com/sustainability/trans_fats/


サステナブル調達

各事業に使⽤している主原料および戦略原料の⽣産地では、農園開発による森林減少や⾃然⽣態系の破壊、強制労働、児童労働など解決すべ

き喫緊の課題があります。サステナブルな調達を将来にわたって構築していく⼀環として、サプライヤー⾏動規範、責任ある調達⽅針に基づ

く活動を推進し、⽣産地における環境負荷の低減と⼈権課題の解決に継続して取り組んでいきます。

取り組みテーマ／管掌者／

特に貢献を⽬指すSDGs
⽬指す姿 2023年度⽬標 2022年度実績

パーム油のサステナブル

調達

CSO

  

サプライチェーン上におけるNDPE（森林

破壊ゼロ、泥炭地開発ゼロ、搾取ゼロ）

の達成

2030年までに農園までのトレーサビリテ

ィ（TTP）100%

2030年までに全直接サプライヤーに労働

環境改善プログラム（LTP ）を適⽤

搾油⼯場までのトレーサビリティ

（TTM）：100%

農園までのトレーサビリティ

（TTP）：85%

サプライチェーンにおける森林破

壊を特定、監視、検証、排除する

ための、衛星画像による常時モニ

タリングの継続

パルマジュ エディブル オイル

（マレーシア）のサプライヤーへ

の労働環境改善プログラムの適

⽤：70%

TTM：100%

TTP：93%

衛星画像を⽤いた常時モニタリン

グを継続

パルマジュ エディブル オイル

（マレーシア）のサプライヤーへ

の労働環境改善プログラムの適

⽤：61%

カカオのサステナブル調

達

CSO

  

 

2030年までに児童労働撤廃

2025年までにILOの定める「最悪の形態

の児童労働（WFCL）」ゼロ

農家の⽣活環境改善

森林破壊の防⽌と森林の保全：2030年ま

でにカカオ栽培地域に対して100万本植

樹

直接調達とトレーサビリティシス

テムの改善に向け、農家の90%の

GPSマッピングの完了

当社グループの直接調達サプライ

チェーン上の農家コミュニティ

で、児童労働監視・是正システム

（CLMRS）の導⼊継続

当社グループの直接調達サプライ

チェーン上の173のコミュニティ

において⼥性のエンパワーメント

⽀援の実施（コートジボワール、

ガーナ、エクアドル）

当社グループの直接調達サプライ

チェーン農家におけるGAP ト

レーニングの継続

当社グループの直接調達サプライ

チェーン上での植樹13万本実施

（コートジボワール）

Satelligence提供のデータの活⽤

によるサプライチェーン関連の森

林破壊の評価ならびに14万ha以

上の森林破壊リスクアセスメント

の実施

当社グループのカカオ⾖直接調達

農家の89%についてGPSマッピ

ングを実施（コートジボワール、

ガーナ、エクアドル）

ガーナでの⽀援プログラム：

GAPトレーニングプログラムに

30,846名の農家が参加（コート

ジボワール、ガーナ、エクアド

ル）

100万本植樹活動継続のためのパ

ートナー選定完了

植樹6万本実施

旧態依然の労働慣⾏による⼈権侵害

農家の貧困

児童労働、強制労働

先住⺠、地域住⺠、労働者からの搾取

⾃然⽣態系の破壊や損失

⼟地の利⽤の転換

不適切な廃棄物による環境汚染

低減するネガティブインパクト

※1

※2

対象農家のGPSマッピング実施-

対象農家のCLMRSによるモニ

タリング実施

-

https://www.fujioilholdings.com/sustainability/palm_oil/
https://www.fujioilholdings.com/sustainability/cocoa/


取り組みテーマ／管掌者／

特に貢献を⽬指すSDGs
⽬指す姿 2023年度⽬標 2022年度実績

⼤⾖のサステナブル調達

CSO

  

サプライチェーン上における森林破壊ゼ

ロ、搾取ゼロ、コンプライアンスの遵守

2030年までにコミュニティレベルまで

の、2025年までに第⼀次集荷場所までの

トレーサビリティ確保、またはRTRS

認証品もしくはRTRS認証に準じたその他

認証品での調達率：100%

セルフアセスメントのフィードバ

ックを通じたサプライヤーとのエ

ンゲージメント向上

トレーサビリティ確保の⽬標達成

に向けた取り組みの推進

トレーサビリティ70%

サプライヤーへのセルフアセスメ

ントを完了

2023年度に向けた改善計画を策

定

シアカーネルのサステナ

ブル調達

CSO

  

森林破壊防⽌と緑地の保護：2030年まで

毎年6,000本植樹

地域レベルまでのトレーサビリティ：

2030年までに75%、2025年までに50%

Tebma-Kandu協同組合からのシアカー

ネル直接調達⽐率：2030年までに

50%、2025年までに30%

地域価値の創造：フジ オイル ガーナの正

規雇⽤社員数50%増加（2017年⽐）

植樹6,000本/年

地域レベルまでのトレーサビリテ

ィ：50%

Tebma-Kandu協同組合からのシ

アカーネル直接調達⽐率：15%

植樹6,107本/年

Tebma-Kandu協同組合からのシ

アカーネル直接調達⽐率：3.4%

フジ オイル ガーナ正規雇⽤社員

数：60%増加（2017年⽐）

※1 Labour Transformation Programme。

※2 Good Agricultural Practices（農業⽣産⼯程管理）。

※3 Round Table on Responsible Soy Association（責任ある⼤⾖に関する円卓会議）。

環境

気候変動

原料の多くを農産物に依存する当社事業の持続性において、地球温暖化は喫緊の課題です。⾃社の操業範囲だけでなくサプライチェーン上の

CO 排出も削減し、気候変動の緩和に貢献します。

取り組みテーマ／管掌者／

特に貢献を⽬指すSDGs
⽬指す姿 2023年度⽬標 2022年度実績

CO の排出削減

ESG部⾨⻑

 

＜環境ビジョン2030＞

2030年にCO 排出量（総量）をスコープ1

＋2で40%削減、スコープ3（カテゴリ1）

で18%削減（基準年2016年）

注：SBT認定取得

省エネ活動や再⽣可能エネルギー

導⼊などを推進

主要サプライヤーに対してエンゲ

ージメントを推進

スコープ1＋2総量：26%削減

（基準年2016年）

スコープ3(カテゴリ1)：12%増加

（基準年2016年）

環境に配慮したものづく

り

CTO

  

脱ケミカルやCCU（CO の有効利⽤）など

の技術開発による⾃社バリューチェーン上

の地球環境負荷の低減

排出CO の有効活⽤による⼤⾖植

物⼯場の実現に向け、栽培試験条

件の確⽴と⼤⾖品種の選定に必要

なデータの取得

育種技術により作出した新規油脂

原料を⽤いた⽣産⼯程の効率化に

よる環境負荷低減（CO 排出削減

量）の検討

従来技術より化学物質の使⽤量を

削減できる「酵素法」を⽤いた新

規油脂加⼯技術を確⽴

佐賀市、国⽴⼤学法⼈佐賀⼤学、

伊藤忠エネクス株式会社と連携

し、清掃⼯場で発⽣するCO と排

熱を活⽤した⼤⾖植物⼯場の開発

に着⼿

育種による新規油脂原料の実⽤化

に向け成分の⼀部が製品品質に影

響を及ぼすことを確認

※3

2

サプライチェーン上のCO 排出量

低減するネガティブインパクト

2

2

2

2

2

2

2

https://www.fujioilholdings.com/sustainability/soy/
https://www.fujioilholdings.com/sustainability/shea_kernel/
https://www.fujioilholdings.com/sustainability/co2/
https://www.fujioilholdings.com/sustainability/research_and_development/


⽔資源

⽔は製造⼯程および原材料として多く使われています。⾃社操業の各⼯程における⽔使⽤量の削減と適切な⽔管理により、限りある⽔資源の

持続可能性を⾼めます。

取り組みテーマ／管掌者／

特に貢献を⽬指すSDGs
⽬指す姿 2023年度⽬標 2022年度実績

⽔使⽤量の削減

ESG部⾨⻑

 

＜環境ビジョン2030＞

2030年に⽔使⽤量原単位を20%削減（基

準年2016年）

新たな⽔使⽤量削減⽬標策定の準

備

継続的な削減活動の推進および意

識レベル向上

27%削減（基準年2016年）

サーキュラーエコノミー

循環型社会の実現には、⾷料資源を無駄なく有効活⽤することが必須です。グループ全体で廃棄物の削減とアップサイクル技術の開発に努め

ます。

取り組みテーマ／管掌者／

特に貢献を⽬指すSDGs
⽬指す姿 2023年度⽬標 2022年度実績

廃棄物の削減

ESG部⾨⻑ ＜環境ビジョン2030＞

2030年に廃棄物量原単位を10%削減（基

準年2016年）

継続的な削減活動の推進および意識

レベル向上
4.7%削減（基準年2016年）

フードロスの削減とアッ

プサイクル

CTO
技術イノベーションならびに副産物の再利⽤

を通じたバリューチェーン上のフードロス

および廃棄物削減

⾷品のおいしさを⻑期保存する技

術や製品の開発と市場拡⼤

副産物の有効利⽤による新しい機

能付与や価値の追求

⽇持ちや経時変化耐性等技術を確

⽴、7製品を上市

⽔溶性えんどう多糖類に、酸性植

物タンパク飲料の安定剤としての

有効性を確認

⽔資源の枯渇

⽔資源の汚染

低減するネガティブインパクト

無駄なエネルギーや⾷資源の消費

低減するネガティブインパクト

https://www.fujioilholdings.com/sustainability/water/
https://www.fujioilholdings.com/sustainability/waste/
https://www.fujioilholdings.com/sustainability/food_loss/


⽣物多様性

当社グループの事業活動は、豊かな⾃然⽣態系の恩恵を受けると同時に、気候変動や⽣物多様性に影響を与えています。⽣物多様性の保全と

回復に取り組み、⾃然と共⽣する社会の実現に貢献します。

取り組みテーマ／管掌者／

特に貢献を⽬指すSDGs
⽬指す姿 2023年度⽬標 2022年度実績

⽣物多様性の保全と回復

ESG部⾨⻑

 

ネイチャーポジティブなバリューチェーン

の構築

⽣物多様性への依存と影響評価の検

討

不⼆製油グループ⽣物多様性⽅針を

制定および公表

安全・品質

製品の安全性と品質

安全かつ良質な⾷品の提供は⾷品メーカーの社会的責任です。⾷の安全を最優先に、当社グループの顧客の皆様には安全安⼼な製品を、その

先の消費者の皆様にはより良い⾷の選択肢を提供します。

取り組みテーマ／管掌者／

特に貢献を⽬指すSDGs
⽬指す姿 2023年度⽬標 2022年度実績

製品安全と品質の徹底

ESG部⾨⻑
製造される全ての製品において、⾃社が原

因となるクレームゼロ
重⼤品質クレームゼロ 重⼤品質クレーム0件

⾃然⽣態系の損失

低減するネガティブインパクト

健康被害の発⽣、⾷品関連法規違反

低減するネガティブインパクト

https://www.fujioilholdings.com/sustainability/biodiversity/
https://www.fujioilholdings.com/sustainability/food_quality/


労働安全衛⽣

従業員の安全確保は事業活動の基盤です。重⼤災害や重⼤物的事故が発⽣すれば従業員や家族・地域ならびに社会への影響は⼤きく、⽣産活

動にも影響が及びます。「安全は全てに優先する」という考えのもと、従業員の安全と健康の確保により、安全安⼼な職場環境を作ります。

取り組みテーマ／管掌者／

特に貢献を⽬指すSDGs
⽬指す姿 2023年度⽬標 2022年度実績

労働安全衛⽣の推進

ESG部⾨⻑

 

⼈間尊重および安全第⼀を最優先とし、

「安全で快適な職場」づくりによって全グ

ループ会社で災害ゼロ

重⼤災害ゼロ

重⼤物的事故ゼロ

重⼤災害1件、重⼤物的事故0件

フジ ベジタブル オイル（⽶国）

において1名の死亡事故が発⽣

経営基盤

DE&I

多様化する顧客ニーズや価値観に対応し、イノベーションを創出するには、多様な価値観を受け⼊れ、個性を発揮できる職場環境を整えるこ

とが重要です。全ての⼈材が最⼤限に能⼒を発揮できるよう、従業員の多様性を尊重し、不⼆製油グループ憲法「⼈のために働く」を実践し

ます。

重⼤災害や重⼤物的事故の発⽣

労働による傷害や疾病、体調不良の発⽣

職場での感染症集団感染の発⽣

低減するネガティブインパクト

※1

公正な機会の提供と評価

ディーセントワークの推進

多様かつ⾼度な専⾨性を持つ集団による創造⼒の発揮

創出するポジティブインパクト

国籍、性別、⼈種、年齢、性的志向、⼈格、障がいの有

無などによる差別

低減するネガティブインパクト

https://www.fujioilholdings.com/sustainability/safety/


取り組みテーマ／管掌者／

特に貢献を⽬指すSDGs
⽬指す姿 2023年度⽬標 2022年度実績

DE＆Iの実践

⼈事・総務部⾨⻑

  

不利な状況にある⼈が感じるバリアーを

取り除き、公正な機会の提供と評価（エ

クイティ）

従業員全員の帰属意識を⾼める企業⽂化

の醸成（インクルージョン）

多様性が⽣み出すビジネスモデルと価値

の創出（ダイバーシティ）

＜グループ全体＞

経営層における多様性の確保

次世代経営⼈材の育成

トレーニー制度によるグローバル

⼈材の育成

＜⽇本＞

多様な働き⽅の促進

公正さの確保

障がい者の⻑期活躍の⽀援

＜海外＞

従業員へのDE＆I浸透活動の実施

組織⾵⼟改⾰の推進

＜グループ全体＞

経営会議メンバーの多様性（外国

⼈、⼥性）⽐率の上昇（2023年

4⽉1⽇時点45%）

次世代経営層候補者をグループ全

体より選抜、⼈材プールを拡⼤

⽇本エリアからトレーニー2名を

海外へ派遣

＜⽇本＞

再雇⽤制度改定やテレワーク制度

活⽤など多様な働き⽅の実現

雇⽤区分にかかわらない⾃⼰啓発

機会の提供

障がい者の⻑期就業⽀援体制の整

備

＜海外＞

ブラマー チョコレートカンパニー

（⽶国）

組織全体からボランティアを募り

DE＆I委員会を設⽴し、活動を推進

ハラルド（ブラジル）

包括的なリーダーシップ、平等、偏

⾒や差別のない公正な機会を特徴と

する職場環境を作るために、DE＆I

のアクションを継続的に推進

中国エリア

全地域で会社のビジョンなどを啓

発する全従業員対象のワークショ

ップを開催

従業員が相談もしくは通報できる

コミュニケーションチャネルを新

設

⼥性または現地⼈材の役員⽐率⽬

標50%を達成

フジ ベジタブルオイル（⽶国）

スーパーバイザー向けのリーダー

シップ研修を実施

対象地域の専⾨学校との関係を構

築し、⼈材獲得活動を本格開始

東南アジアエリア

働き⽅改⾰を推進

欧州エリア

従業員代表と経営陣で構成する協議

会を定期開催

※1 ダイバーシティ、エクイティ＆インクルージョン。

※2 公正な機会提供や評価とインクルーシブなマネジメントによる多様な⼈材の活⽤。

※2

https://www.fujioilholdings.com/sustainability/diversity/


⼈材確保・育成

事業競争⼒を⾼めていくためには、新たな価値を創出する⼈材の確保と、各⼈に期待される技術やスキルの育成が、当社グループと従業員双

⽅の成⻑にとって要となります。従業員の⾃律とエンゲージメントを促進する施策と組織⾵⼟を醸成していきます。

取り組みテーマ／管掌者／

特に貢献を⽬指すSDGs
⽬指す姿 2023年度⽬標 2022年度実績

⼈材確保・育成

⼈事・総務部⾨⻑

  

国内外の環境変化に対応し、シェア維

持・拡⼤の実現に貢献している⼈材が多

数在籍しており、各分野において専⾨性

の⾼い⼈材が現状よりも増加している状

態

主要役職（役員・部⻑・課⻑）の後任候

補がスタンバイできている状態

＜⼈材確保＞

新卒採⽤⼿法の⾒直し

⽣産職⼈員の採⽤⽅法⾒直しによ

るミスマッチ⼊社の回避

＜⼈材育成＞

新教育プログラムを導⼊

海外派遣要員の育成

サクセッションプラン策定

2022年度ESGマテリアリティとし

て該当なし

GRC

不確実性が⾼い事業環境下では、レジリエンスを⾼め、リスクに強い事業経営を⾏うことが重要です。BCPの強化、情報セキュリティの強

化、コンプライアンスの強化といったリスクの発⽣、ならびに、リスク発⽣時の影響を最⼩化する取り組みなど、グループのガバナンス強化

により企業価値向上を⽬指します。

従業員のエンゲージメント向上

多様かつ⾼度な専⾨性を持つ集団による創造⼒の発揮

創出するポジティブインパクト

※

有事の際の操業停⽌の発⽣

情報漏洩の発⽣

腐敗、贈収賄や反競争的⾏為、その他法令違反の発⽣

低減するネガティブインパクト

https://www.fujioilholdings.com/sustainability/human_resources/


取り組みテーマ／管掌者／

特に貢献を⽬指すSDGs
⽬指す姿 2023年度⽬標 2022年度実績

リスクマネジメントシス

テム

ESG部⾨⻑

 

リスクに強く、社会からの信頼を獲得する

⾼信頼性企業の実現

当社グループにおけるリスクマネ

ジメントの強化

TCFD提⾔に基づいた、気候変動

に関連する財務的な影響情報の適

切な開⽰

TNFDフレームワークに基づく、

⽣物多様性に関連する適切な情報

開⽰への準備

全社重要リスク分科会においてリ

スクに関する全社議論を実施（4

回開催）

各エリアの統括会社・グループ会

社にて新ツールを使⽤したリスク

アセスメントならびにその結果に

基づくリスクマネジメント会議を

実施

有価証券報告書における2023年

度TCFD情報開⽰の変更点に関す

る最新情報を収集

全社重要リスク分科会において議

論し、情報開⽰内容に客観性・妥

当性を付与

TNFD最新情報を収集して当社グ

ループ事業に関連する⽣物多様性

課題を洗い出し、それらが当社グ

ループ事業へ与える影響度の定性

評価を実施

情報セキュリティマネジ

メント

CFO

ICT（情報通信技術）によるプロセス改⾰

と企業価値創出

安全・安⼼なICT活⽤によるグループガバ

ナンス実現への貢献

グループ全体で重篤なセキュリテ

ィインシデント発⽣を防⽌する

セキュリティ内部監査を含む

CSIRTによる対策状況評価活動の

継続実施（2023年度計画：IT評

価6社、OT評価4社）

重篤なセキュリティインシデント

の発⽣0件

サイバーリスク動向に追随すべく

情報セキュリティ規程を改訂し、

改訂後の規程内容に従い各社の対

策状況を実地評価（計5社）

コンプライアンスの強化

法務部⾨⻑ 公正かつ透明性を持った事業活動を⾏い、

全てのステークホルダーから信頼される誠

実な企業

重⼤な法令違反ゼロ

グループ全体を対象とするコンプ

ライアンスプログラムの実施

従業員のコンプライアンス意識向

上

不⼆製油グループの事業運営に関

わる重⼤な法令違反は0件

グループ各社においてカルテルリ

スクに関するリスクアセスメント

および⾼リスク評価拠点における

関係者ヒアリングを実施。同結果

を踏まえた対応施策を導⼊

アンケート「ビジネスとコンプラ

イアンスが対⽴した場合にコンプ

ライアンスを優先する⾵⼟がある

か」に対する肯定回答率は93.2%

（前年対⽐2.6%増加）

グループガバナンスの向

上

CSO 有効なグループガバナンス体制の構築を通じ

た企業価値の向上

グループ憲法のビジョン改定の周

知および浸透の推進

グローバル経営管理強化として、

事業軸とエリア軸による経営執⾏

状況のモニタリングの実施

グループ憲法の浸透を図る前段と

して、2023年4⽉に全グループ会

社に対してビジョン刷新について

の案内を実施。ビジョン刷新に際

しては経営層へのヒアリングから

開始し、グループ本社経営会議で

の2回の審議を経て取締役会で決

議

監査等委員会設置会社へ移⾏し、

経営執⾏状況のモニタリングを中

⼼とした取締役会運営を実施

コーポレートガバナンス

の向上

CSO 取締役会の適正な運⽤を通じた企業価値の

向上

経営の監督（モニタリング）を中⼼

とした取締役会運営の定着

監査等委員会設置会社への移⾏によ

る経営の監督（モニタリング）を中

⼼とした取締役会運営

※ ガバナンス・リスク・コンプライアンス。

https://www.fujioilholdings.com/sustainability/risk/
https://www.fujioilholdings.com/sustainability/information_security/
https://www.fujioilholdings.com/sustainability/compliance/
https://www.fujioilholdings.com/sustainability/group_governance/
https://www.fujioilholdings.com/sustainability/corporate_governance/


不⼆製油グループは、毎年、新たな社会課題の把握と社内外ステークホルダーからの助⾔をもとに、翌年度のESGマテリアリティを特定し、

各マテリアリティへの取り組みテーマを策定して進捗を管理しています。2022年度は、社会課題リストから抽出した15のESGマテリアリテ

ィの重要度について「不⼆製油グループが社会・環境に与える影響度」と「社会・環境課題が不⼆製油グループに与える影響度」の2軸で評

価しました。2023年度ESGマテリアリティマップ案は、ESGマテリアリティ管掌者、地域統括トップ、関係部⾨、社内外有識者との意⾒交

換を経て作成され、サステナビリティ委員会での審議・決議後、グループ本社取締役会へ答申し決裁されました。

なお、2023年度ESGマテリアリティは、GRIスタンダード ならびにESRS を参考に、以下の観点で2022年度版から更新しました。

ESGマテリアリティマップの縦横軸のレベルを「中」〜「極めて⾼い」へ変更

ESGマテリアリティマップ「不⼆製油グループが社会・環境に与える影響度」を、正／負の影響の規模や範囲・深刻度・発⽣可能性から

総合評価

ESGマテリアリティマップ縦横軸いずれかの影響度が「極めて⾼い」社会課題をESGマテリアリティと特定

新規マテリアリティとして「⼈材確保・育成」を追加

ESGマテリアリティカテゴリーを「価値創造」「安全・品質」「環境」「経営基盤」の4つに分類

※1 Global Reporting Initiative。

※2 European Sustainability Reporting Standards。

2023年度ESGマテリアリティ特定プロセス

※1 ※2

特定プロセス

ステークホルダーからの

アドバイス（例）
健康的な⾷の提供や腐敗防⽌の取り組みは社会的重要課題

STEP 1 評価対象となる包括的な社会課題リストの作成

STEP 2 マテリアリティマップを使った評価

STEP 3 サステナビリティ委員会での審議

STEP 4 取締役会での承認



※1 ダイバーシティ、エクイティ&インクルージョン。

※2 ガバナンス・リスク・コンプライアンス。GRCにはコーポレートガバナンスと内部統制の観点が含まれますが、サステナビリティ委員会においては内部統制

に関わる項⽬をモニタリングします。コーポレートガバナンスは取締役会にてモニタリングします。

2023年度ESGマテリアリティマップ


